
 

 

 

 

 

 

演目の説明 

  

恵比寿（えびす） 

  

  出雲の三保神社の御祭神、恵比寿様が磯部で釣り糸を垂らし、鯛を釣ろうとする姿を舞った

演目であり、おめでたい舞として石見地方では結婚式などのお祝いの席で良く舞われています。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

   奉納神楽では、恵比寿様が撒き餌を模してお菓子やお餅などを舞台から投げるため、島根

県や広島県では、子供達に大変喜ばれています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

出雲の三保神社の御祭神、恵比寿様が磯部で釣り糸を垂らし、鯛を釣ろうとする姿を舞った

演目であり、おめでたい舞として石見地方では結婚式などのお祝いの席で良く舞われています。

奉納神楽では、恵比寿様が撒き餌を模してお菓子やお餅などを舞台から投げるため、島根

県や広島県では、子供達に大変喜ばれています。 
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演目であり、おめでたい舞として石見地方では結婚式などのお祝いの席で良く舞われています。 

奉納神楽では、恵比寿様が撒き餌を模してお菓子やお餅などを舞台から投げるため、島根


